
 

 

 

話し合いの内容 

これまでの話し合いで明らかになった六郷地域の子どもに関

する「課題の本質」に対して、行政だけではできない、私たち

地域だからこそ子どもたちのために出来ることを「①住民が

SOS をだしやすい、発見しやすいしくみ」「②地域活動に参加

しやすいしくみ」「③まちに関心・愛着をもってもらうしくみ」

という３つ視点で具体的に取り組むための話し合いをしてきま

した。 

今回は、①をさらに絞り込み、地域に「交流の場」をつくる

シミュレーションを話し合いました。架空の事業計画と収支計

算書も作成し、実際に取り組むにはどんな検討が必要か、支出

はどのくらいかかるのか、そのためにはどうやって収入を得れ

ばいいのか、その難しさも含めてみんなで共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六郷助けあいプラットフォーム １/８分 

「話し合いの場」 

話し合いや発表の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループの実施計画書の内容 

食堂をテーマにした交流の場。 

日替わり店長で赤字を出さない運営方法の 

アイデアがありました。 

コミュニティースペースに価値をつけ、 

人が集まることを利点に、企業に商品紹介や 

アンケートができるようにして、収入を得るという 

斬新なアイデアがありました。 

駄菓子屋を運営。リヤカーを使って、交流の場が 

移動するという提案がありました。 

寄付の意味合いのある駄菓子を販売。 

楽しいアイデアで収入源を確保する提案が 

ありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔あそびを教えられる高齢者と連携。 

多世代交流の居場所づくりの提案がありました。 
当初設定していた架空の居場所は家賃が高すぎ

るため、自治会町会の会館を利用することを提

案していただきました。 

お互いにメリットのある良い工夫でした。 

今回の話し合いも大変盛り上がりました。「六郷にこんな交流の場があったらいいな」ということ

をみんなで具現化する話し合いができました。短い時間の中でしたが、たくさんのアイデアが出て

きました。 

活動を継続するには、事業計画を立てること、収支を考えることは避けては通れません。 

でもどうやってつくるのか意外と話し合う機会がないことが多いです。今回の話し合いで、いろ

んな協力・アイデアによって、支出を抑えたり、新たな収入源を確保したりできることがわかりま

した。 

同時に収入を確保するには、地域の方々に活動の趣旨をきちんと理解してもらう必要があり、そ

の難しさも話し合いを通して共有できました。 

いくつかのアイデアはさっそく実践してみても良いものもありましたので、引き続き話し合いを

深めていきたいと思います。 



次回 2月５日（火）は 
他の団体を知ろう 
（テーマ） 
 「公園で子どもたちを見守る活動」 
  ～プレイパーク活動～ 
  講師：もっと遊べる五丁目公園の会 
など 
          を行う予定です。 
どうぞよろしくお願いいたします！ 
 
18時 30分から 20時 30分まで 
会場は、六郷地域力推進センター４階会
議室です。 
 
お待ちしております。 

 

 


